
たのはぐ会 会員募集のご案内
こんにちは。お蔭さまで第20回の公演を迎えました。み
なさまの応援の賜ものです。心からお礼を申し上げます。
『荻窪講談』は若手の夢を育てるステージです。ぜひ熱い
ご声援をこれからも寄せてください。前座・二つ目・真打と
昇進しても、さまざまな機会にここ荻窪へ立ち寄り会員と
楽しい交流が出来るようにしたいと思います。できれば
今後、荻窪の街のあちらこちらでミニ講談が催されれば
更に『街おこし』に貢献できると存じます。皆様の応援を
お待ち致します。是非ご入会ください。

【一般会員募集】

年会費：3,000円
 　　　　　　　　
一般会員の申込み方法：
お名前、住所、電話、ＦＡＸ番号を下の記入欄にお書きのうえ
このパンフをそのまま、（上下半分のA4サイズに切り）
ＦＡＸ：03-3332-1879 へお送りください。
後日入会手続の手順等を当会よりご連絡させていただきます。
※入場券購入（会員価格有り）もＦＡＸにてお願いいたします。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
【賛助広告募集】

第20回公演の広告募集
１口： 5,000円  パンフレットに会社名記載　（入場券2枚）
２口：10,000円  パンフレットに会社広告掲載（入場券3枚）

たのはぐ会 主催

「荻窪講談」を楽しみながら、この話芸を 
守り育てるサポーターになりませんか？

広告出稿で「荻窪講談」をサポート、
地元社会への貢献をお願いします!
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ウェブサイト  荻窪講談  で 検索 してください！

■ 令和５年１０月1２日（木）
午後5時30分開場  午後６時00分開演 (8時20分頃終了予定）

■ 
東京都杉並区上荻1丁目23番15号 ＪＲ荻窪駅より徒歩7分

入場料 2,500円 (税込）　

■■■■ （（（木木５年年５年５５年令和令令令令和和 月月 日日日００００ ２２２111１１ （（木木木））木））
(8時20分頃終了予定）分頃 定）午後６時00分開演 0分午後5時30分開場 午後 開開

■■■
ＪＲ荻窪駅より徒歩7分7分東京都杉並区上荻1丁目23番15号 東京 15

(2,500円 入場料 入場 (税込）　込込）　

■ 令和５年１０月1２日（木）
午後5時30分開場  午後６時00分開演 (8時20分頃終了予定）

■ 杉並公会堂小ホール
東京都杉並区上荻1丁目23番15号 ＪＲ荻窪駅より徒歩7分

入場料 2,500円 (税込）　
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記念講演！



紅
平成元年 真打昇進。博多っ子。荻窪はお三味線のお稽古で通った
馴染みの大好きな町。古典から創作講談まで、紅流に染め上げます。

くれない

「講談やってみまショー」神田 紅 お決まりの美女の形容です！

プログラム・プロフィール 演 目 開演 6：00 ～

仲 入 り

口 上

7：05 ～ 7：20

8：20 頃
終了予定

創作講談 「マリリン・モンロー」
初演は1992年。女優マリリン・モンローは1962年に36歳の若さでこの世を
去りました。その波乱に満ちた生涯をモノローグ（一人称）講談で語ります！

ごあいさつ  早いもので第20回という記念すべき【荻窪講談】の開催です。2010年に始
め､コロナ禍で中止が続きましたが此の灯を消さず継続する事が《世話人会》の社会貢献とし
ての努めと存じます。講談は、江戸時代、武士や学者そして知識人等が｢太平記｣や｢源氏物語｣
等の昔からある、伝記を読み聞かせる【話す芸】で有ります。歴史本を読み講釈する、それを江
戸庶民が楽しみ乍ら聞き、知識を得て「人と人の絆や道徳」を學んだという。戦後は米国の占
領政策で【人を鼓舞する】伝記物【講談】は禁止され廃れましたが21世紀に復活成長は続きま
す。第20回を、新なスタートとして参りますので尚一層のご支援をお願い申し上げます。
お 運 び に " 感 謝 " して 。 　 　 荻窪講談 樂育会 会長 八重幡清忠荻窪講談 樂育会 会長 八重幡清忠

「扇の的」
源氏と平家の戦い。源氏の弓の名手那須与一は、平家の船上に掲げられた扇を
射落とせと命ぜられる。有名な屋島の戦いにての物語。果たしてその結末は？

おうぎ 　 ま と

「名人松林伯知伝」　質屋の倅・正一郎は歌舞伎に夢中。役者を夢
見て憧れの団十郎に弟子入り志願するも門前払い。｢ならば講釈はどうだ｣と勧められ、
講釈師・伊東潮花の元を訪れるも、なんと入門出来るかは“占い”で決めると言われ・・・

めいじん しょうりん  はく ち　でん

「越の海」
越後（新潟）出身の酒屋の小僧勇蔵が、小兵ながらも奇妙なとり口で名横綱を破って
出世する物語。

こし 　　　う み

音 曲
江戸の音色に魅せられ、その秘められし健康と幸福にならざるを得ないパワーを探求。
三味線で古今東西の融合をお届けします。

おんぎょく

紅佳
平成２５年５月、紅に入門。平成２９年１０月、二つ目に昇進。
あらゆるジャンルに果敢にトライの雑食系。フェイスブック始めました。

べに  か

紅希
令和２年６月、紅に入門。現在前座修行中。

こう  き

小すみ
平成15年落語芸術協会へお囃子として入会。
桂小文治門下で音曲師に転向し平成31年に寄席デビュー。

 こ

真紅
茨城県水戸市出身。史学科卒の歴史好き新作派！
来年3月より真打昇進、三代目松林伯知を襲名致します！
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令和元年11月の会よりコロナのために4年間のお休みを経て今回は第20回の節目

の年です。講談を楽しみ演者を育んで下さった世話人会《たのはぐ会》とお客様方

のおかげで、これまで96席を語らせていただきました。3年前に開催予定だった八

重幡会長の傘寿祝いも兼ねての記念興行。出演者一同精魂こめて務めますので、

なお一層のご支援のほどお願い申し上げます。　　日本講談協会会長　神田 紅

八重幡・紅・真紅  （司会）紅佳


